
























え，ついには「花咲く乙女たちのかげに」のパルベック旅行の場面 (1 ， 655-658) に移行
する様子を調べてみよう。対象となる草稿は 4 つ存在しており，ここでは年代順にA~D
と呼ぶことにする。
A カイエ 3 ， f os27J-28 イ
B カイエ 2 ， f s7If-8r、
C カイエ 2 ， f 0828voー26 '; 
D カイエ32， fos17J-22r:i 
A は1908年末-1909年初めごろ， 8 と C は1909年ごろ， 0 は1910年ごろ執筆されたと思われ
る (4) 。このうち A-C は「朝の物語J の中で重要な位置を占めている。
そもそも「朝の物語J は，感覚を媒介とした想像力の働きを中軸にすえた一種の実験小
説であると言っても過言ではない。暗闇の中で目を覚ました「私J の触覚は過去の部屋や
(5) 家を次々に思い出す(カイエ 3 ， 1 , 5 , 8) 。夜が明けると表を通る市電や荷車の音
が聞える。それは聴覚を通じて天候を判断させ，さらに旅の夢想をかき立てる(カイエ 3 )。
次に想像力を刺激するのは視覚である。朝焼けの空はヴォージュ(またはジ‘ユラ)行きの
汽車の車窓から見た夜明けの光景を想起させる(カイエ 3 ， 2)。一方窓から見える娘たち
36 
は主人公の欲望をそそる(カイエ 3 ， 4)0 暗喰関係に支えられた空間構築法は，こうして
「朝の物語」の後半をも方向づける。つまり，向いの家の風見にきらめく陽光が，ヴェネ
ツィアのホテルから陪しく見えたサン・マルコの鐘楼の上の金色の天使を蘇らせ，これを
契機にヴェネツィアの思い出全体が導入される(カイエ 3 )0 同様に，バルコニーの陽光は















草稿B これは独立したテクストであるが，“Tandis que je cause avec Maman 
[ー]"という冒頭の文章から察せられるように， r朝の物語」に組み込む意図で草稿A
を発展させたものである。
D'abord avant que le soleil soit lev? il [le ciel] est rose tel que je me 
rappelle l'avoir vu au-dessus des bois noirs comme je l'ai vu dans la 





ド版， 1 , 655) 。さて，これがブルースト自身の実際の体l投に由来していることは知られ
ている。 1903年 8 月 31 日の朝まだき，彼はエヴィアン・レ・バンに向けてパリを発ったが，
37 
この朝のことを後に G ・ド・口 1) スに宛てて次のように書いているからだ。 r朝，眠って
いる小さな村々(villes と読んでください，小娘たち petites filles ではありません! ) 
を犯したいという激しい欲望。西の村は月光のなごりの中に沈み，東の村は朝日に照らさ









紙のテーマ (42 ; -29 ~) (7) に続いて，草稿C を展開する。内容から見て，これは草稿 B
の発展に相違ない。モチーフも描写もいっそう豊かに，克明になる。草稿C は1909年の段
階におけるレシ『サント・ブーヴ反駁J の最車冬的形態の一部と見なされてよいであろう。
さて， 1子細に検討ーすると，草稿C は第 l 稿 C ， (28 V -27 v") と第 2 稿 C 2 (28';-29 r)-




C'騁ait ce m麥e ciel que souvent en voyage je voyais du wagon […], apr鑚 
une de ces nuits o?on a dormi […] 
この書き始めの文から l明らかなように， C , における空の暗輸は「しばしば」体験した複数
の旅の朝に対応しており，安Ul~の夜も不特定複数のうち任意の 1 つを選んでいるにすぎな
l'o その上，主語は on もしくは nous という不特定の人称である。つまり，これは草稿A
で観察されたのと同じ「モチーフ導入」の作業の場であると言えるだろう。
ところがC 2 に至って，旅行の任意性，無名性は保持されているものの，人材、は Je に統
一され，時制もレシの中に組み入れられる。
Ce ciel rose me donnait un grand d駸ir du voyage car je l'avais vu souvent 
par les carreaux du wagon , apr色 s une nuit o?j'avais dormi non pas comme 
ici dans 1 ・ étouffement des choses renferm馥s et immobilis馥s sur moi , mais 
38 
au milieu du mouvement […] 
夜汽車のもたらす安眠が，話者の現在を侵している不服に明確に対比されていることに注
意しよう。 1朝の物語J の空間構造の中に遅ればせに参加した「シュラの思い出j が次第
に重要な位置を占めていく原因の 1 つはここにあると忠われる。
2 汽車の音一半睡状態の「私」は車輪の音を 12 つずつ，または 4 つずつ」組合せ
て聞く。このモチーフも夜明けの描写と同じく伝記的事実に基いているのだろうか。ここ
で我々は，フィリップ・コルフ教授が1965年に発表した手稿“ SOI11110lence"(8) にj主審を向
ける必要がある。 2 枚の便議に書かれ， 1901 年執筆と推定されたこの草稿は， r失われ
た時』のために書かれたものでないことはほぽ確実である。ここでは汽車(ただし内容か




凝らした文体によって表現している。“ Somnolence" を形成するもう 1 つの重要なモチー
フ「半l唾時の思考」はーコルブ氏も見落としているようだが一 「ソドムとゴモラ」
の中で主人公が祖母の夢を見る場面 (n ， 762) で使われることになる。
車輪音のリズ、ムは“ Somnolence" において単なる“ temps fort" とされていたが， C I 





































ルに到着する (14rV-28 /; 1 , 642-662)0 カイエ32の後半は，祖母が疲労困懲した主人
公を慰める場面，ヴィルバリジス夫人の登場，近郊への遠足，モンタルジ(サン=ルーの
旧称)の肖像などに捧げられている (28 r"-68 正) (11)。
カイエ32はそれ自体加筆や訂正，削除の多い錯綜した草稿ではあるが，それ以前の草稿
帳 (6 ， 12 , 29 , 31 など)にばらばらに下書きしたものの集大成と言える。もともと，海岸
の避暑の物語は初期のカイエ 4 の中で，スワンの話からの連想で突然，ある回想として出
現したものである。それを「コンブレー」に続く重要な章として再構築したのがカイエ12
の稿 (1909年ごろ執筆)であった (lao しかしここでは，ケルクヴイルからの帰路の汽車旅
行が祖母の物語の一環としてわずかに言及されている (42 v) のと同様に，往路への言及






ばならなかった(131。この段階で始めてフルーストは「土地の名前の夢恕J (21 r'-29 r') 
を旅行の話 (29 ピ-33 r-) の直前に導入部として据えた(のちにはジルベルトの物語が割
込むことによって再び分裂するのだが)ばかりでなく， さまざまな指示によって合計 6 つ
のモンタージュを行い，連続した往路のエピソードを構成したのである。その 5 番H が次
のものである。
Je partais ?mon tour par le train de nuit pour Querqueville (mettre le 
morceau sur le voyage la l1l日 t et la marchande de ca白) (30/) 
こうして夜汽車の挿話は「事jの物語」の枠組から外され，まったく巣なるコンテクストに
置かれたのである。
草稿D ここでは C 2 が用意した 4 つのモチーフをどのように展開して行くのか。まず，半
中の眠りのモチーフは，不服からの「解放」である点、がさらに強調される (181: ， 16 v')。
揺れ動く車内でまどろむ主人公は「限る魚」に加えて「嵐の中に舞う鷲」にも例えられ，
この 2 つの比輸が決定稿まで残ることになる。 2 番H のモチーフ，九阜の音は C，とやや




従になってしまう (1 ， 654) 。またブルーストがこの稿を書きながら“ Somnolence" を
再度参照あるいは想起していたことには疑念の余地がな~~。なぜなら，草稿 Cでも取り上け、




















草稿 D に戻ろう。 3 番目のモチーフ，明るい空と時い空の対比も，前稿に較べてず、っと
長く展開されている。暁の雲のもつ羽毛のイメージ( 1 , 654-655) が初登場している (1410
さらに興味深いのはカフェオレの少女である。それはますます捕えがたい幸福の象徴とし
て抽象的な存在へと変貌を遂げる(決定稿ではカフェオレを飲む場面もカットされ，一瞬
目を合わせるだけとなる。 1 ， 657) 。稿を重ねるにつれて，中心主題は少女に出会った喜
びから，出会いのはかなさ，別れの悲嘆へと移行して p く。実際，ブルーストは1912年ご






最後に，草稿 D と決定稿の間に位置するテクストについて付言しておく。草稿D に基い
た清書原稿は「赤いノート J í青いノート」と呼ばれる草稿帳に含まれるはずだが，今日
では散逸してしまったようである。ブルーストは清書原稿をもとにタイプ原稿を 2 部作ら
せた (NAF 16730-5)。これに加筆・訂正した結果，いわゆる「グラッセの校正刷J (1914 
年 6 月， NAF 16761) ができた。また「花咲く乙女たちのかげにJ の訂正済み校正刷(パリ
国立図書館印刷物部門の保存庫Y 2 , 824) にはこの郎分が欠けている。
注
(1) 批評の部分の原稿は一冊にまとめられて保存されている。 BN幣用詐号NAF16636
(2) A un αmi， Amiot-Dumont, 1948 , lettre 43; Correspondαnce générale , tome 
n, Plon , lettre 5 ?Mme de Noailles (1908 年1111-12H) . 
(3) Mαrcel Proust 1'omαncier ， Les sept couleurs , 1971 , tome r , p. 204. 
(4) カイエ 2 ・ 3 の年代決定については， Cl. Quémar;“ Autour de trois Avant・Textes
42 
de l'Ouverture de la Recherche" in Bulletin d'lnformα tions Prousiieη 7l es 
(以下 B.1. P. と l唱す)， n3 , 1976 , pp.7-29. 参照。カイエ32の年代決定につい
ては拙論 Prousi conf1'c Ruskin: I gen'ese de deux voyαges dllns la 
"Recherche" d'αρ res des brouillons inédiis , 1978 (仙台se de 3e cycle) , 
tome 1 , pp. 15-16 note 参照。
(5) この主題に関しては前掲の Cl. Quémar の論考のほか， Jean Milly , “ Etude 
g駭騁ique de la r黐erie des chambres dans ]'“Ouverture" de la Recherche ,. , 
B.1. P. nO 10 , 1979, pp. 9-22. 
(6) Correspondαnce de Mαrcel Proust, texte 騁abli par Ph.Kolb , Plon , t. 目、
p. 418. 
(7) ファロワの版に採られている (pp.101-104) のはこの柿である。
(8) Bullefin de Iα Soc i?le des Amis de Mαrcel Proust et des Amis de 
Combr αy ， n o 15 , pp. 254-258 , repris dans Tcxies refrouvés , pp. 157-160. 
(9) これは「逃げ去る女j の中で「フィガロの記事」の導入部として使われることにな
る。凹. 567. 
(10) たとえば、 A un ami , lettre 52 ‘ datée de fin novembr・ e ・ décembre 1909. 
(1) 内容の詳細については前拐の拙論， pp. 15-24. 
(12) Bard台 che ， 0ρ . cit. , t. 1 , p. 273. 
(13) 前掲の拙論， pp.10-15. 
(1心 カイエ 2 で試みられていた弾力に富む太陽の描写はここで書き直されているが，お
そらくはそのj散しいイメージの故に，のちに対照的な章， í ソドムとゴモラJ 車冬末
部の「夜間!けの悲しみj の tfl)分にそっくり移行した (n ， 1128)。
